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１
．企
業
財
務
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト 

　
　 

ガ
バ
ナ
ン
ス
、人
事
戦
略 

　
こ
の
四
半
世
紀
、
日
本
の
大
企
業
の
財
務

構
造
は
大
き
く
変
化
し
た
。
企
業
金
融
の
自

由
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
大
企
業
は
銀
行
借

入
へ
の
依
存
度
を
著
し
く
減
ら
し
、
社
債
や

株
式
に
よ
る
市
場
調
達
の
割
合
を
増
や
し
て

い
っ
た
。
銀
行
中
心
の
戦
後
日
本
の
企
業
金

融
は
こ
う
し
て
、
少
な
く
と
も
大
企
業
に
つ

い
て
は
、
市
場
型
の
金
融
へ
と
変
わ
っ
て
い

っ
た
。
さ
ら
な
る
金
融
自
由
化
と
企
業
金
融

の
変
化
は
、
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
も
変
え
始
め
た（
１
）。
株
式
持
ち
合

い
の
解
消
が
加
速
化
し
、
業
績
が
低
迷
し
た

企
業
は
市
場
で
敵
対
的
買
収
の
標
的
に
さ
れ

る
可
能
性
も
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
企
業
財
務
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
化
は
、
企
業
の
人
事
戦
略

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
そ
も
そ
も
、
人
事
戦
略
と
企
業
財

務
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
間
に
は

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
　

Aoki (2001)

、Abe and H
oshi (2006)

、

星（2002

）
が
論
じ
る
よ
う
に
、
企
業
財
務
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
人
事
戦
略
の

間
に
は
何
ら
か
の
補
完
的
関
係
が
あ
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
そ
の
関
係
の
実
証
的
な
確
認

作
業
は
、
同
じ
企
業
に
つ
い
て
財
務
デ
ー
タ

と
詳
細
な
人
事
戦
略
関
係
の
デ
ー
タ
の
両
方

を
採
集
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
あ
ま
り
進
展
し
て
こ
な
か
っ

た
。 

　
本
稿
の
目
的
は
、
二
〇
〇
五
年
に
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
『
企

業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
人
事
戦
略
に
関
す
る
調
査
』
（
以
下
、『
調

査
』
と
略
す
）
の
デ
ー
タ
を
当
該
企
業
の
財

務
デ
ー
タ
と
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
を
使
い
、
企
業
財

務
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
人
事
戦

略
に
与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
本
稿
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
次
節
で
は
、
『
調
査
』
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
に

焦
点
を
あ
て
、
企
業
が
重
視
す
る
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
お
よ
び
発
言
力
が
強
い
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
類
型
と
企
業
の
財
務
構
造
、
特

に
株
主
構
成
の
関
係
を
分
析
す
る
。
第
三
節

で
は
、
日
本
企
業
の
人
事
政
策
の
重
要
な
特

徴
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
終
身
雇
用
制
度
が
、

企
業
財
務
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

い
か
に
依
存
す
る
か
を
分
析
す
る
。
第
四
節

で
は
、
人
事
政
策
の
も
う
一
つ
の
側
面
と
し

て
、
教
育
訓
練
政
策
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

に
財
務
構
造
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
与
え
る
影
響
を
考
え
る
。
第
五
節
で
は
、

福
利
厚
生
制
度
を
取
り
上
げ
、
ま
た
財
務
構

造
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
影
響
の

有
無
を
検
討
す
る
。
第
六
節
で
は
、
こ
れ
ら

の
実
証
結
果
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
、
結
論
と

す
る
。 

　 　
２
．企
業
財
務
と 

　
　 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス 

　
『
調
査
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き

た
利
害
関
係
者
、
今
後
重
視
す
る
利
害
関
係

者
、
こ
れ
ま
で
経
営
に
対
す
る
発
言
力
の
強

か
っ
た
利
害
関
係
者
、
そ
し
て
今
後
強
い
発

言
力
を
持
つ
と
予
想
さ
れ
る
利
害
関
係
者
を

そ
れ
ぞ
れ
、
「
①
顧
客（
消
費
者
）、
②
従
業

員
、
③
個
人
投
資
家
、
④
機
関
投
資
家
、
⑤

取
引
先
銀
行
、
⑥
取
引
先
企
業
、
⑦
グ
ル
ー

プ
企
業
、
⑧
そ
の
他
」
の
選
択
肢
か
ら
、
三

つ
ま
で
選
ぶ
よ
う
に
尋
ね
て
い
る
。
こ
の
質

問
は
、
企
業
の
経
営
者
が
ど
の
利
害
関
係
者

を
重
視
し
、
ど
の
利
害
関
係
者
の
影
響
力
が

強
い
と
思
う
か
と
い
う
こ
と
を
直
に
問
う
も

の
で
あ
り
、
そ
の
回
答
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
主
観
的
尺
度
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
設
問
に
対
す
る

解
答
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主

観
的
尺
度
を
い
く
つ
か
作
成
し
、
そ
れ
ら
が

企
業
の
財
務
構
造
、
と
く
に
株
主
構
成
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
影
響
を
受
け
る
の
か
を
考

察
す
る
。 

　
ま
ず
、
表
１
は
選
択
肢
に
あ
げ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
利
害
関
係
者
を
、
こ
れ
ま
で
重
視
し
て

き
た
（
今
後
重
視
す
る
）
利
害
関
係
者
と
し

て
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
発
言
力
が
強
か
っ

た
（
今
後
発
言
力
を
持
つ
）
利
害
関
係
者
と

し
て
、
（
上
位
三
位
以
内
に
）
特
定
し
た
企

業
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
、

全
体
的
な
趨
勢
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た

利
害
関
係
者
、
強
い
発
言
力
を
持
っ
た
利
害

関
係
者
の
両
方
に
最
も
多
く
の
企
業
が
あ
げ

た
の
が
、
顧
客
（
消
費
者
）
で
あ
る
。
顧
客

は
、
こ
れ
か
ら
も
重
視
さ
れ
、
強
い
発
言
力

を
保
っ
て
い
く
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
顧
客
に
次
い
で
重
視
さ
れ
、

強
い
発
言
力
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
従
業

員
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
、
従
業
員
が

重
視
さ
れ
る
程
度
は
低
く
な
り
、
そ
の
発
言

力
も
若
干
弱
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
取

引
先
銀
行
と
取
引
先
企
業
も
、
従
業
員
ほ
ど

で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
、

強
い
発
言
力
を
持
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
そ

の
重
要
性
が
低
下
し
、
発
言
力
も
弱
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
視
さ
れ
、
発
言
力
が
増
す
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
が
、
個
人
投
資
家
と
機
関
投
資
家
で 
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あ
る
。
特
に
機
関
投
資
家
が
今
後
強
い
発
言

力
を
持
つ
と
答
え
た
企
業
の
数
は
、
従
業
員

が
今
後
強
い
発
言
力
を
持
つ
と
答
え
た
企
業

の
数
よ
り
多
い
。 

　
表
１
の
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
は
、
従
業
員
や
取
引
先
銀
行
、
取
引
先
企

業
と
の
長
期
的
関
係
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
の

利
害
関
係
者
が
企
業
に
強
い
影
響
を
与
え
る

と
い
う
、
日
本
の
伝
統
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
、
株
式
市
場
を
通
じ
た
投
資

家
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ

つ
つ
あ
る
様
子
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化

が
、
銀
行
中
心
の
金
融
か
ら
市
場
中
心
の
金

融
へ
と
移
行
し
て
き
た
企
業
財
務
の
変
化
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
以
下
で
は
、
『
調
査
』
の
こ
の
設
問

に
見
ら
れ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
理
解
の
企
業
間
の
違
い
が
、
ど
の
程

度
財
務
構
造
の
違
い
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

簡
単
な
プ
ロ
ビ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
を
推
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
分
析
す
る
。 

　
企
業
の
財
務
構
造
の
指
標
と
し
て
考
え
る

の
は
、
借
入
金
／
総
資
産
比
率
、
銀
行
持
株

比
率
、
外
国
人
持
株
比
率
、
個
人
持
株
比
率

の
四
つ
で
あ
る
。
借
入
金
／
総
資
産
比
率
は
、

貸
借
対
照
表
上
の
短
期
借
入
金
、
長
期
借
入

金
、
一
年
以
内
返
済
の
長
期
借
入
金
を
足
し

合
わ
せ
た
も
の
を
総
資
産
で
割
っ
た
も
の
で

あ
る
。
銀
行
借
入
金
に
依
存
す
る
度
合
い
が

高
い
ほ
ど
、
借
入
金
／
総
資
産
比
率
は
高
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
銀
行
持
株
比
率
、
外

国
人
持
株
比
率
、
個
人
持
株
比
率
、
は
、
企

業
の
株
式
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
行
、
外
国

人
、
個
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
比
率

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
日
経
Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｓ
の
財
務
デ
ー
タ
か
ら
採
取
し
た
。 

　
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
財

務
構
造
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し

た
要
因
と
し
て
、
企
業
の
規
模
と
設
立
年
を

考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
総
資
産
（
の
ロ
グ
）

を
企
業
の
規
模
の
変
数
と
し
、
ま
た
設
立
年

を
も
と
に
三
つ
の
ダ
ミ
ー
変
数
を
作
り
、
そ

れ
ら
を
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
に
取
り
入
れ
る
。

ダ
ミ
ー
変
数
は
、
設
立
年
が
一
九
四
五
年
以

前
の
場
合
（
そ
し
て
そ
の
時
の
み
）
１
を
と

る
も
の
、
設
立
年
が
一
九
四
六
年
か
ら
一
九

六
五
年
ま
で
の
間
の
場
合
１
を
と
る
も
の
、

そ
し
て
設
立
年
が
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
八

五
年
ま
で
の
場
合
１
を
と
る
も
の
の
三
つ
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ダ
ミ
ー
変

数
を
回
帰
分
析
に
入
れ
た
場
合
、
そ
の
係
数

は
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
一
九
八
六
年
以
降
に

設
立
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
企
業
に
比
べ
て

ど
う
違
っ
て
い
る
か
を
示
す
こ
と
に
な
る
。 

　
表
２
は
、
利
害
関
係
者
と
し
て
の
取
引
先

銀
行
の
重
要
性
と
企
業
の
財
務
構
造
の
関
係

を
み
る
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
の
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た

あ
る
い
は
今
後
重
視
す
る
利
害
関
係
者
と
し

て
三
位
以
内
に
取
引
先
銀
行
を
あ
げ
る
か
ど

う
か
を
し
め
す
ダ
ミ
ー
変
数
を
被
説
明
変
数

に
し
て
、
そ
れ
が
借
入
金
／
総
資
産
比
率
あ

る
い
は
銀
行
持
株
比
率
で
説
明
で
き
る
か
ど

う
か
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。
モ
デ
ル
（
１
）

と
（
２
）
は
、
説
明
変
数
と
し
て
財
務
構
造

の
変
数
と
定
数
項
の
み
を
入
れ
た
一
番
簡
単

な
場
合
で
あ
る
。 

　
ま
ず
、
モ
デ
ル
（
１
）
の
結
果
を
見
る
と
、

借
入
金
／
総
資
産
比
率
の
係
数
は
正
で
あ
り
、

統
計
的
に
有
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇

〇
一
年
時
点
で
借
入
金
の
比
率
が
高
か
っ
た

企
業
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
利
害
関

係
者
と
し
て
取
引
先
銀
行
を
あ
げ
る
確
率
が

高
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
モ

デ
ル
（
２
）
は
、
二
〇
〇
一
年
の
銀
行
持
株

比
率
が
低
か
っ
た
企
業
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
重

視
し
て
き
た
利
害
関
係
者
と
し
て
取
引
先
銀

行
を
挙
げ
る
確
率
が
高
い
と
い
う
、
一
見
意

外
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
モ
デ

ル
（
４
）
の
推
定
結
果
か
ら
、
こ
の
意
外
な

結
果
は
、
他
の
要
因
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
と
消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
。

銀
行
持
株
比
率
の
係

数
は
依
然
負
で
は
あ

る
が
、
統
計
的
に
有

意
で
は
な
い
。
総
資

産
の
係
数
は
負
で
あ

り
、
小
さ
な
企
業
ほ

ど
取
引
先
銀
行
を
重

視
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
モ
デ
ル
（
２
）

の
結
果
は
、
結
局
規

模
の
大
き
い
企
業
ほ

ど
銀
行
の
持
株
比
率

が
多
い
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
、
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
設

立
年
度
を
示
す
ダ
ミ

ー
変
数
の
係
数
は
正

で
あ
り
、
創
設
が
古

い
ほ
ど
取
引
先
銀
行

を
重
視
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
結
果

は
統
計
的
に
有
意
で

は
な
い
。
モ
デ
ル
（
３
）

を
見
る
と
、
借
入
金

／
総
資
産
比
率
に
関

す
る
結
果
は
、
規
模

の
変
数
な
ど
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
も
変

わ
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
借
入
金
の
比
率

が
高
か
っ
た
企
業
ほ

ど
取
引
先
銀
行
を
重
視
し
た
、
と
い
う
結
果

で
あ
る
。 

　
モ
デ
ル
（
５
）
―
（
８
）
は
、
取
引
先
銀

行
の
今
後
の
重
要
性
が
、
財
務
構
造
に
依
存

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
い
る
。
説
明

変
数
の
財
務
構
造
と
資
産
規
模
に
つ
い
て
は

二
〇
〇
五
年
の
値
を
使
っ
て
い
る
。
結
果
は
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「
こ
れ
ま
で
」
の
関
係
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
借
入
金
／
総
資
産
比
率
が
高
い

ほ
ど
、
今
後
も
取
引
先
銀
行
を
重
視
す
る
可

能
性
が
高
い
。
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
、

今
後
も
取
引
先
銀
行
を
重
視
す
る
傾
向
が
高

い
。
銀
行
持
株
比
率
の
低
い
企
業
ほ
ど
取
引

先
銀
行
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
こ
の
結
果
は
企
業
規
模
と
設
立
年

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
統
計
的
有
意
性
を

失
う
。
最
後
に
、
設
立
年
ダ
ミ
ー
は
統
計
的

に
有
意
で
あ
り
、
一
九
六
五
年
以
前
に
設
立

さ
れ
た
比
較
的
古
い
企
業
は
、
今
後
も
取
引

先
銀
行
を
重
視
し
て
い
く
と
答
え
る
傾
向
に

あ
る
。 

　
表
３
に
示
す
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
で
は
、
利

害
関
係
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
の
重
要
性

に
関
す
る
回
答
に
注
目
す
る
。
こ
れ
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
財
務
構
造
の
変
数

と
し
て
、
外
国
人
持
株
比
率
を
考
え
る
。
外

国
人
株
主
の
多
く
が
機
関
投
資
家
で
あ
り
、

機
関
投
資
家
の
重
要
性
は
そ
の
株
式
保
有
比

率
に
依
存
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
予
想
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
結
果
は
、
や
は
り
（
二
〇
〇
一
年
の
）
外

国
人
持
株
比
率
の
高
か
っ
た
企
業
ほ
ど
機
関

投
資
家
を
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
と
答
え

る
確
率
が
高
く
、
（
二
〇
〇
五
年
の
）
外
国

人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
今
後
も
機
関

投
資
家
を
重
視
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
結
果
は
、
簡
単
な
モ
デ
ル
で
も
、
規
模
と

設
立
年
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
モ
デ

ル
で
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
機
関
投
資
家

の
重
要
性
は
、
企
業
規
模
や
設
立
年
に
は
依

存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
総
資
産
も
設
立
年

ダ
ミ
ー
も
と
も
に
統

計
的
に
有
意
で
は
な

い
。 

　
次
に
見
る
の
は
、

財
務
構
造
と
個
人
投

資
家
の
重
要
性
の
関

係
で
あ
る（
表
４
）。

財
務
構
造
と
し
て
考

え
る
の
は
個
人
に
よ

る
持
株
比
率
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
個

人
投
資
家
を
重
視
し

て
き
た
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
み
る
と
（
モ

デ
ル
（
１
）
と
（
２
））、

個
人
持
株
比
率
の
係

数
は
正
で
あ
る
が
、

簡
単
な
モ
デ
ル
で
も

統
計
的
に
有
意
で
は

な
い
。
企
業
規
模
と

も
有
意
な
相
関
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
モ
デ
ル
に
含
ま
れ

た
変
数
の
う
ち
統
計
的
に
有
意
な
も
の
は
設

立
年
ダ
ミ
ー
だ
け
で
あ
り
、
一
九
八
五
年
以

前
に
設
立
さ
れ
た
比
較
的
古
い
企
業
で
は
、

個
人
投
資
家
が
重
視
さ
れ
る
確
率
が
低
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
今
後
の
個
人
投
資
家
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
個
人
持
株
比
率
が
有
意
に
正
に
効
い
て

く
る
（
モ
デ
ル
（
３
）
と
（
４
））。
規
模
と

設
立
年
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
モ
デ

ル
で
も
、
個
人
持
株
比
率
が
高
い
企
業
ほ
ど
、

今
後
個
人
投
資
家
を
重
視
し
て
い
く
と
答
え

る
確
率
が
有
意
に
高
い
。
企
業
規
模
と
の
関

連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
設
立
年
に
つ
い
て
は
、

戦
前
に
設
立
さ
れ
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
依

然
個
人
投
資
家
を
重
視
し
な
い
傾
向
が
（
若

干
低
下
し
つ
つ
）
続
く
が
、
一
九
四
六
年
か

ら
一
九
八
五
年
の
間
に
設
立
さ
れ
た
企
業
に

つ
い
て
は
こ
の
傾
向
は
著
し
く
弱
ま
り
、
統

計
的
に
有
意
で
な
く
な
る
。 

　
表
５
は
、
企
業
が
考
え
る
従
業
員
の
重
要

性
と
企
業
の
財
務
構
造
の
関
係
を
探
る
試
み

で
あ
る
。
財
務
構
造
の
変
数
と
し
て
は
、
上

で
使
っ
た
銀
行
持
株
比
率
、
外
国
人
持
株
比

率
、
個
人
持
株
比
率
の
す
べ
て
を
、
一
つ
ず

つ
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
従
業
員

を
重
要
な
利
害
関
係
者
と
し
て
み
て
き
た
か

ど
う
か
は
、
二
〇
〇
一
年
の
財
務
構
造
と
は

密
接
な
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
関

係
は
、
簡
単
な
モ
デ
ル
（
（
１
）
―
（
３
）
）

で
も
、
企
業
規
模
と
設
立
年
に
つ
い
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
モ
デ
ル
（
（
４
）
―
（
６
）
）

で
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
企
業
規
模
や

設
立
年
も
会
社
が
こ
れ
ま
で
従
業
員
を
重
視

し
て
き
た
か
ど
う
か
を
決
め
る
要
因
に
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
後
従
業
員
を

重
視
し
て
い
く
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
、

こ
こ
で
考
え
て
い
る
要
因
で
は
ど
れ
も
説
明

で
き
な
い
。 

　
表
２
か
ら
表
５
で
試
み
た
の
と
同
じ
ア
プ

ロ
ー
チ
で
利
害
関
係
者
の
（
こ
れ
ま
で
お
よ

び
今
後
の
）
発
言
力
と
財
務
構
造
の
関
係
を

調
べ
た
の
が
表
６
か
ら
表
９
の
分
析
で
あ
る
。

ま
ず
表
６
で
は
、
取
引
先
銀
行
の
発
言
力
と

財
務
構
造
の
関
係
を
見
る
。
結
果
は
、
表
２

で
み
た
取
引
先
銀
行
の
重
要
性
と
財
務
構
造

の
関
係
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年

時
点
で
の
借
入
金
／
総
資
産
比
率
の
高
い
企

業
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
取
引
先
銀
行
が
強
い
発

言
力
を
持
っ
て
い
た
確
率
が
高
く
、
二
〇
〇

五
年
の
借
入
金
／
総
資
産
比
率
が
高
い
ほ
ど
、

今
後
も
取
引
先
銀
行
が
強
い
発
言
力
を
持
つ

と
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
資
産
規
模

が
小
さ
い
ほ
ど
、
そ
し
て
設
立
が
比
較
的
古

い
ほ
ど
、
取
引
先
銀
行
の
発
言
力
は
こ
れ
ま 
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で
も
今
後
も
強
い
傾
向
に
あ
る
。
簡
単
な
モ

デ
ル
で
は
、
銀
行
持
株
比
率
の
係
数
が
負
に

な
る
が
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
銀
行
持
株
比
率
と

資
産
規
模
の
相
関
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
資

産
規
模
を
入
れ
た
モ
デ
ル
で
は
、
銀
行
持
株

比
率
は
取
引
先
銀
行
の
発
言
力
と
関
係
が
な

い
。 

　
表
７
は
機
関
投
資
家
の
発
言
力

と
外
国
人
持
株
比
率
の
関
係
を
調

べ
る
た
め
の
推
定
結
果
で
あ
る
。

統
計
的
に
有
意
な
正
の
推
定
値
が

示
す
よ
う
に
、
外
国
人
持
株
比
率

が
高
い
ほ
ど
、
機
関
投
資
家
の
発
言
力
は
こ

れ
ま
で
も
強
く
、
今
後
も
そ
う
あ
り
続
け
る

と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
は
、
他
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
要
因
を
加
え
て
も
変
わ
ら
な
い
。

一
つ
面
白
い
発
見
は
、
機
関
投
資
家
の
「
こ

れ
ま
で
」
の
発
言
力
に
つ
い
て
は
、
資
産
規

模
の
係
数
の
推
定
値
が
有
意
に
正
、
設
立
年

ダ
ミ
ー
の
係
数
が
有
意
に
負
で
あ
る
の
に
、

機
関
投
資
家
の
「
今
後
」
の
発
言
力
に
つ
い

て
は
、
企
業
規
模
も
設

立
年
も
統
計
的
に
有
意

な
影
響
を
持
た
な
い
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

今
ま
で
は
、
機
関
投
資

家
が
強
い
発
言
力
を
持

つ
企
業
と
い
う
の
は
比

較
的
大
き
く
、
古
い
企

業
で
あ
っ
た
が
、
今
後

は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が

な
く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
企
業
規
模
、

設
立
年
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
持
株
比
率

の
高
い
企
業
で
は
、
機
関
投
資
家
が
強
い
発

言
力
を
持
つ
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
個
人
投
資
家
の
発
言
力
と
個
人
持
株
比
率

の
関
係
を
調
べ
た
の
が
表
８
で
あ
る
。
個
人

持
株
比
率
が
高
い
ほ
ど
個
人
投
資
家
の
発
言

力
が
強
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、

モ
デ
ル
（
３
）
を
除
く
と
係
数
は
統
計
的
に

有
意
で
は
な
い
。
ま
た
、
個
人
投
資
家
の
発

言
力
は
、
こ
れ
ま
で
も
今
後
も
規
模
や
設
立

年
に
は
関
係
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

　
最
後
に
、
表
九
は
従
業
員
の
発
言
力
と
財

務
構
造
の
関
係
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
従
業

員
の
「
こ
れ
ま
で
」
の
発
言
力
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
で
考
え
て
い
る
財
務
構
造
の
諸
指
標
と

は
有
意
な
関
連
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

企
業
規
模
や
設
立
年
と
も
有
意
な
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
。 

　
従
業
員
の
今
後
の
発
言
力
に
つ
い
て
は
い
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く
つ
か
興
味
深
い
関
係
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

個
人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
、
今
後
の

従
業
員
の
発
言
力
は
弱
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
結
果
は
、
企
業
規
模
と
設
立
年
に
つ
い

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
成
り
立
つ
。
ま
た
、

銀
行
持
株
比
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
、
従
業
員

の
今
後
の
発
言
力
は
強
く
な
る
確
率
が
高
い
。

従
業
員
の
今
後
の
発
言
力
と
企
業
規
模
の
間

に
は
有
意
な
相
関
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従

業
員
の
発
言
力
は
、
比
較
的
新
し
く
設
立
さ

れ
た
企
業
で
よ
り
強
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
が
、
こ
の
結
果
は
統
計
的
に
有
意
で
は
な

い
。 

　
以
上
の
結
果
を
、
統
計
的
に
有
意
な
関
係

が
認
め
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
簡
単
に
ま
と

め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
借
入

金
に
対
す
る
依
存
率
が
高
い
企
業
ほ
ど
、
比

較
的
古
い
企
業
ほ
ど
、
そ
し
て
規
模
の
小
さ

い
企
業
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
も
今
後
も
取
引
先

銀
行
を
重
視
し
、
取
引
先
銀
行
の
発
言
力
が

強
く
あ
り
続
け
る
傾
向
に
あ
る
。

次
に
、
外
国
人
持
株
比
率
が
高
い

企
業
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
も
今
後
も

機
関
投
資
家
を
重
視
し
、
機
関
投

資
家
は
そ
の
よ
う
な
企
業
に
強
い

発
言
力
を
持
ち
続
け
る
確
率
が
高

い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
機
関
投

資
家
が
強
い
発
言
力
を
持
つ
の
は
、

大
企
業
あ
る
い
は
比
較
的
設
立
の

古
い
企
業
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
今
後
こ
の
傾
向
は
消
滅
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。
個
人
持
株
比

率
の
高
い
企
業
ほ
ど
、
そ
し
て
設

立
年
が
比
較
的
新
し
い
企
業
ほ
ど
、

こ
れ
ま
で
も
今
後
も
個
人
投
資
家

を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
企
業
に
対
し
て
個

人
投
資
家
が
強
い
発
言
力
を
持
つ

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

最
後
に
、
個
人
持
株
比
率
の
低
い
企
業
ほ
ど
、

そ
し
て
銀
行
持
株
比
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
、

従
業
員
の
今
後
の
発
言
力
は
強
い
と
考
え
ら

れ
る
場
合
が
多
い
。 

　 　
３
．企
業
財
務
と
終
身
雇
用 

　
以
上
で
は
、
企
業
財
務
の
構
造
と
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
間
に
あ
る
程
度
の
関

係
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
以
下
で

は
そ
れ
ら
が
人
事
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
本
節
で
は
、

人
事
政
策
の
重
要
な
一
側
面
と
し
て
、
終
身

雇
用
を
考
え
る
。 

　
『
調
査
』
で
は
、
今
後
の
終
身
雇
用
の
方

針
と
し
て
、
「
①
原
則
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

終
身
雇
用
を
維
持
し
て
い
く
、
②
部
分
的
な

修
正
は
や
む
を
え
な
い
、
③
基
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
、
④
現
在
も
終
身
雇
用
に

な
っ
て
い
な
い
」
の
四
つ
の
選
択
肢
か
ら
選

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
が
、
こ

の
質
問
へ
の
回
答
か
ら
次
の

二
つ
の
ダ
ミ
ー
変
数
を
作
成

し
た
。
一
つ
は
、
選
択
肢
①

を
選
ん
だ
場
合
は
１
を
と
り

そ
れ
以
外
は
０
を
と
る
変
数

で
、
終
身
雇
用
維
持
ダ
ミ
ー

と
よ
ぶ
。
も
う
一
つ
は
、
選

択
肢
③
を
選
ん
だ
場
合
は
１

を
と
り
そ
れ
以
外
は
０
を
と

る
変
数
で
、
終
身
雇
用
見
直

し
ダ
ミ
ー
と
よ
ぶ
。
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
企
業
財
務
の

変
数
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が

あ
る
か
ど
う
か
を
前
節
同
様

の
プ
ロ
ビ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
を

推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調

べ
る
。 

　
『
調
査
』
は
二
〇
〇
四
年

の
正
社
員
の
平
均
勤
続
年
数

も
尋
ね
て
い
る
。
終
身
雇
用

が
整
っ
て
い
る
企
業
ほ
ど
平

均
勤
続
年
数
は
長
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
平
均
勤
続
年
数
を
「
こ
れ

ま
で
」
の
終
身
雇
用
の
尺
度

と
考
え
、
そ
れ
が
企
業
財
務

の
諸
変
数
と
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
か
も
調
べ
る
。 

　
ま
ず
、
表
10
は
、
終
身
雇

用
に
関
す
る
設
問
の
回
答
分

布
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
割
の
企
業
が
、
今
後
も
終

身
雇
用
を
維
持
し
て
い
く
と

答
え
て
い
る
。
部
分
的
な
修
正
は
や
む
を
え

な
い
が
終
身
雇
用
を
基
本
的
に
は
続
け
て
い

く
と
す
る
企
業
も
入
れ
る
と
、
九
割
近
く
の

企
業
が
終
身
雇
用
を
続
け
る
つ
も
り
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
景
気
が
悪
く
な
る
た
び
に

終
身
雇
用
の
崩
壊
が
噂
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
終
身
雇
用
は
い
ま
だ
に

日
本
企
業
に
深
く
根
付
い
て
い
る
と
い
え
る
。 
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以
下
で
は
、
終
身
雇
用
と
財
務
構
造
の
関

係
を
探
る
が
、
前
節
と
同
様
、
財
務
構
造
以

外
の
要
因
で
終
身
雇
用
の
政
策
に
影
響
を
与

え
る
も
の
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
上

で
財
務
構
造
の
影
響
を
推
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
前
節
で
考
え
た
企
業
規
模
と
設
立
年
に

加
え
て
、
本
節
で
は
企
業
の
収
益
率
も
終
身

雇
用
制
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

要
因
と
し
て
考
え
る
。
業
績
が
悪
く
な
る
と
、

終
身
雇
用
も
維
持
で
き
な
く
な
る
と
考
え
る

企
業
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

実
際
に
観
測
さ
れ
た
総
資
産
経
常
利
益
率
（
Ｒ

Ｏ
Ａ
、
経
常
利
益
を
総
資
産
額
で
割
っ
た
も

の
と
し
て
算
出
）
の
他
に
、
こ
こ
で
は
主
観

的
な
収
益
性
の
指
標
も
使
用
す
る
。 

　
具
体
的
に
は
、
『
調
査
』
の
な
か
で
、
こ

こ
五
年
間
の
業
況
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
「
①
業

況
拡
大
、
②
高
位
安
定
、
③
不
調
・
回
復
、

④
低
位
横
ば
い
、
⑤
不
調
継
続
」
の
五
つ
か

ら
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
き
に
、
「
業
況
拡
大
」

あ
る
い
は
「
高
位
安
定
」
と
答
え
た
企
業
の

み
に
つ
い
て
１
を
と
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
作
り
、

好
調
ダ
ミ
ー
と
よ
ぶ
。
も
う
一
つ
、
「
低
位

横
ば
い
」
あ
る
い
は
「
不
調
継
続
」
と
答
え

た
企
業
の
み
に
つ
い
て
１
を
と
る
ダ
ミ
ー
変

数
を
作
り
、
不
調
ダ
ミ
ー
と
よ
ぶ
。 

　
表
11
は
、
終
身
雇
用
維
持
ダ
ミ
ー
が
財
務

構
造
な
ど
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
る
か
を
み
る
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
の
結
果
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
推
定
か
ら
明
ら
か

に
な
る
こ
と
は
、
終
身
雇
用
の
維
持
に
有
意

に
影
響
を
与
え
る
の
は
、
企
業
規
模
だ
け
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
企
業
ほ
ど
終
身
雇

用
を
維
持
し
て
い
く
と
答
え
る
確
率
が
高
い
。

他
の
変
数
は
終
身
雇
用
政
策
に
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。
企
業
規
模
を
含
ま
な
い

簡
単
な
モ
デ
ル
（
そ
の
推
定
結
果
は
こ
こ
で

は
報
告
し
て
い
な
い
）
で
は
、
銀
行
持
株
比

率
と
外
国
人
持
株
比
率
の
係
数
が
正
で
個
人

持
株
比
率
の
係
数
が
負
で
そ
れ
ぞ
れ
統
計
的

に
有
意
に
な
る
が
、
資
産
規
模
を
入
れ
る
と

有
意
性
は
失
わ
れ
る
。
今
後
、
従
業
員
を
重

視
す
る
か
ど
う
か
、
従
業
員
が
強
い
発
言
力

を
持
つ
か
ど
う
か
は
、
終
身
雇
用
の
維
持
と

は
密
接
な
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
設
立

年
も
影
響
を
与
え
な
い
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
係
数
は

負
で
あ
り
、
業
績
の
悪
い
企
業
ほ
ど
終
身
雇

用
の
維
持
を
図
る
と
い
う
意
外
な
結
果
だ
が
、

統
計
的
に
有
意
で
は
な
い
。
好
調
ダ
ミ
ー
の

係
数
の
方
は
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
正
だ
が
、

こ
れ
も
統
計
的
に
有
意
で
は
な
い
。 

　
同
様
の
分
析
を
終

身
雇
用
見
直
し
ダ
ミ

ー
に
つ
い
て
行
っ
た

も
の
が
表
１２
で
あ
る
。

今
度
は
、
企
業
規
模

も
含
め
て
全
て
の
変

数
が
統
計
的
に
有
意

で
な
い
。
簡
単
な
回

帰
分
析
で
も
、
終
身

雇
用
の
見
直
し
と
有

意
に
相
関
し
て
い
る

の
は
、
個
人
持
株
比

率
の
み
で
あ
る
。
個

人
持
株
比
率
が
高
い

ほ
ど
終
身
雇
用
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
確
率
が
高
い
、

と
い
う
結
果
で
あ
る

が
、
他
の
変
数
を
入

れ
る
と
こ
の
結
果
は

消
え
て
し
ま
う
。 
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終
身
雇
用
を
維
持
し
て
い
る
会
社
は
、
そ

う
で
な
い
会
社
に
比
べ
て
、
設
立
年
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、
従
業
員
の
勤
続
年
数
が

長
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平

均
勤
続
年
数
と
財
務
構
造
の
関
係
を
調
べ
れ

ば
、
「
こ
れ
ま
で
」
の
終
身
雇
用
政
策
が
企

業
財
務
と
相
関
を
持
っ
て
い
た
か
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
表
13
と
表
1４
は
そ
の
よ
う
な

回
帰
分
析
の
結
果
を
示
す
。
被
説
明
変
数
が

０
―
１
で
は
な
い
の
で
、
標
準
的
な
回
帰
式

を
最
小
二
乗
法
で
推
定
し
て
い
る
。 

　
表
13
は
、
正
社
員
全
体
の
平
均
勤
続
年
数

を
被
説
明
変
数
に
し
て
い
る
。
予
想
さ
れ
る

よ
う
に
、
設
立
が
古
い
企
業
ほ
ど
平
均
勤
続

年
数
が
長
い
と
い
う
結
果
が
強
く
現
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
企
業
ほ
ど
平
均
勤
続
年
数
が

長
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
統

計
的
に
有
意
で
は
な
い
。
銀
行
持
株
比
率
の

高
い
企
業
ほ
ど
、
そ
し
て
外
国
人
持
株
比
率

と
個
人
持
株
比
率
の
低
い
企
業
ほ
ど
平
均
勤

続
年
数
が
長
い
傾
向
が
あ
る
が
、
統
計
的
に

有
意
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
は
外
国
人
持
株

比
率
の
係
数
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
従
業

員
を
重
視
し
て
き
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、

平
均
勤
続
年
数
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
だ

が
、
こ
れ
ま
で
従
業
員
が
強
い
発
言
力
を
持

っ
た
と
い
う
企
業
で
は
、
平
均
勤
続
年
数
が

有
意
に
長
い
の
は
興
味
深
い
結
果
で
あ
る
。

も
っ
と
も
因
果
性
の
方
向
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
従
業
員
の
発
言
力
が
強
い
た
め
に
、
終

身
雇
用
が
景
気
後
退
期
に
も
維
持
さ
れ
、
結

果
と
し
て
平
均
勤
続
年
数
が
長
く
な
っ
た
の

か
、
勤
続
年
数
の
長
い
従
業
員
が
多
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
発
言
力
が
強
く
な
る
の
か
、
明

ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

　
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
結
果
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
の
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
高
か
っ
た
ほ
ど
、

平
均
勤
続
年
数
は
短
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
高
い
企
業
は
新
卒
の
労
働
者

を
雇
用
で
き
た
の
に
対
し
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
低
い

企
業
は
新
規
雇
用
を
停
止
し
た
結
果
か
も
し

れ
な
い
。
好
調
ダ
ミ
ー
に
つ
い
て
も
、
統
計

的
に
有
意
で
は
な
い
が
、
同
様
の
結
果
が
認

め
ら
れ
る
。 

　
表
14
は
同
様
の
分
析
を
男
性
正
社
員
の
平

均
勤
続
年
数
に
つ
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

結
果
は
正
社
員
全
体
に
つ
い
て
の
も
の
と
基

本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
設
立
の
古
い
企
業
ほ

ど
平
均
勤
続
年
数
が
長
い
。
外
国
人
持
株
比

率
が
高
い
企
業
は
、
平
均
勤
続
年
数
が
短
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
従
業
員
の
発
言
力
と
平

均
勤
続
年
数
の
間
に
は
正
の
相
関

が
あ
る
。
最
後
に
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
見

て
業
績
の
悪
か
っ
た
企
業
ほ
ど
平

均
勤
続
年
数
が
長
い
。 

　
以
上
、
終
身
雇
用
政
策
に
つ
い

て
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
ま
ず
、
『
調
査
』
か

ら
終
身
雇
用
維
持
ダ
ミ
ー
と
終
身

雇
用
見
直
し
ダ
ミ
ー
を
作
成
し
た

が
、
こ
れ
ら
と
財
務
構
造
の
諸
指

標
と
の
間
に
統
計
的
に
有
意
な
関

係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
一
つ

言
え
る
の
は
、
大
企
業
ほ
ど
終
身

雇
用
を
維
持
す
る
と
答
え
る
確
率

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正

社
員
全
体
お
よ
び
男
性
正
社
員
の

平
均
勤
続
年
数
は
、
利
害
関
係
者

と
し
て
の
従
業
員
の
発
言
力
の
強

さ
と
相
関
し
て
い
る
。
従
業
員
の

発
言
力
が
こ
れ
ま
で
強
か
っ
た
企

業
ほ
ど
、
平
均
勤
続
年
数
が
長
い
。

ま
た
、
外
国
人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
で
は

平
均
勤
続
年
数
が
短
い
、
と
い
う
関
係
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
は
統
計
的

に
有
意
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
最
後
に
、
業

績
の
悪
か
っ
た
企
業
ほ
ど
平
均
勤
続
年
数
が

長
い
傾
向
が
あ
る
。 

 

　
４
．財
務
構
造
と
教
育
訓
練 

　
終
身
雇
用
に
加
え
て
日
本
企
業
で
重
要
な

人
事
政
策
に
従
業
員
の
教
育
訓
練
政
策
が
あ

る
。
『
調
査
』
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

研
修
政
策
に
つ
い
て
、
（
１
）
教
育
訓
練
の

責
任
は
企
業
に
あ
る
と
す
る
の
か
個
人
に
あ

る
と
す
る
の
か
、
（
２
）
教
育
訓
練
は
Ｏ
Ｊ

Ｔ
を
重
視
す
る
の
か
Ｏ
Ｆ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
を
重
視

す
る
の
か
、
（
３
）
社
員
を
選
抜
し
て
教
育

す
る
の
か
一
律
に
教
育
す
る
の
か
、
の
そ
れ 
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ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
お
よ
び
今
後
の

方
針
を
尋
ね
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
回

答
の
分
布
を
示
し
た
の
が
、
表
１５
で
あ
る
。 

　
こ
れ
か
ら
全
体
の
傾
向
を
み
る
と
次
の
よ

う
な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
教
育

訓
練
を
企
業
の
責
任
と
見
る
か
従
業
員
個
人

の
責
任
と
見
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
約
四
分
の
三
の
企
業
が
こ
れ
ま
で
は

企
業
の
責
任
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
見
方

を
し
て
い
た
、
と
答
え
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
そ
の
割
合
は
約
三
分
の
二
に
減
る
。

し
か
し
、
過
半
数
の
企
業
が
教
育
訓
練
は
今

後
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
企
業
の
責
任
と
考

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

　
次
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
か
Ｏ
Ｆ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
重
視

か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
実
に
九
割
以
上

の
企
業
が
こ
れ
ま
で
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
か
そ
れ

に
近
い
と
答
え
て
い
る
。
今
後
に
関
し
て
は

そ
の
割
合
は
若
干
減
少
す
る
が
、
そ
れ
で
も

八
割
を
超
え
る
企
業
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
を
続
け

る
と
い
う
。 

　
最
後
に
、
社
員
を
選
抜
し
て
教
育
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
方
針
と
今
後
の
方
針
で
違
い
が
見
ら
れ
る

企
業
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
は
三
分
の
二
以
上

の
企
業
で
一
律
教
育
か
そ
れ
に
近
い
状
態
だ

っ
た
が
、
今
後
は
比
率
が
逆
転
し
て
、
三
分

の
二
以
上
の
企
業
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
選

抜
し
て
教
育
す
る
制
度
に
移
行
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。 

　
本
節
で
は
、
教
育
訓
練
制
度
に
関
す
る
設

問
へ
の
回
答
か
ら
次
の
六
つ
の
ダ
ミ
ー
変
数

を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
財
務
構
造

な
ど
と
の
関
係
を
プ
ロ
ビ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
を

推
定
す
る
こ
と
に
よ
り
調
べ
る
。 

●
こ
れ
ま
で
企
業
責
任
：
こ
れ
ま
で
の
方
針

は
教
育
訓
練
の
責
任
は
企
業
に
あ
る
、
あ

る
い
は
そ
れ
に
近
い
と
答
え
た
場
合
１
を

と
る
ダ
ミ
ー
変
数 

●
今
後
企
業
責
任
：
今
後
の
方
針
は
教
育
訓

練
の
責
任
は
企
業
に
あ
る
、
あ
る
い
は
そ

れ
に
近
い
と
答
え
た
場
合
１
を
と
る
ダ
ミ

ー
変
数 

●
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
：
こ
れ
ま
で
の
方
針
は

Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
と

答
え
た
場
合
１
を
と
る
ダ
ミ
ー
変
数 

●
今
後
Ｏ
Ｊ
Ｔ
：
今
後
の
方
針
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重

視
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
と
答
え
た
場

合
１
を
と
る
ダ
ミ
ー
変
数 

●
こ
れ
ま
で
選
抜
：
こ
れ
ま
で
の
方
針
は
社

員
を
選
抜
し
て
教
育
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

近
い
と
答
え
た
場
合
１
を
と
る
ダ
ミ
ー
変

数 

●
今
後
選
抜
：
今
後
の
方
針
は
社
員
を
選
抜

し
て
教
育
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
と
答

え
た
場
合
１
を
と
る
ダ
ミ
ー
変
数 

　 　
説
明
変
数
は
、
前
節
と
同
様
な
も
の
を
使

う
。
「
こ
れ
ま
で
」
の
被
説
明
変
数
に
対
し

て
は
説
明
変
数
の
二
〇
〇
一
年
の
値
を
使
い
、

「
今
後
」
の
被
説
明
変
数
に
対
し
て
は
二
〇

〇
五
年
の
値
を
使
う
。
表
１６
は
、
ど
の
よ
う

な
企
業
が
従
業
員
の
教
育
訓
練
を
こ
れ
ま
で

企
業
の
責
任
と
考
え
て
き
た
か
を
調
べ
て
い

る
。
こ
こ
で
考
え
て
い
る
変
数
の
多
く
は
、

従
業
員
訓
練
の
責
任
に
つ
い
て
の
企
業
の
考

え
方
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
ひ
と
つ
有
意
な
関
係
を
見
出
せ
る
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
従
業
員
の
発
言
力
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
発
言
力
が
強
か
っ
た
利
害
関
係
者
と

し
て
従
業
員
を
あ
げ
る
企
業
は
、
従
業
員
訓

練
の
責
任
も
企
業
に
あ
る
と
答
え
る
確
率
が

高
い
。
た
だ
し
、
従
業
員
を
利
害
関
係
者
と

し
て
重
視
す
る
か
ど
う
か
は
、
従
業
員
訓
練

の
責
任
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
関
係
な
い
よ

う
で
あ
る
。 

　
従
業
員
訓
練
の
責
任
が
今
後
企
業
に
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
考
え
て
い

る
変
数
の
多
く
と
は
関
係
な
い
よ
う
で
あ
る

（
表
17
）。
こ
の
場
合
た
だ
一
つ
関
係
が
あ
り

そ
う
な
の
は
、
外
国
人
持
株
比
率
で
あ
る
。

そ
の
係
数
は
負
で
あ
り
、
外
国
人
持
株
比
率

の
高
い
企
業
は
、
教
育
訓
練
は
従
業
員
個
人

の
責
任
と
考
え
る
傾
向
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
推
定
値
は
有
意
水
準
一
〇
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％
で
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

他
の
財
務
構
造
の
変
数
を
モ
デ
ル
か
ら
落
と

す
と
（
モ
デ
ル
（
５
）
と
（
６
））、
外
国
人

持
株
比
率
の
係
数
は
有
意
に
負
に
な
る
。 

　
表
１８
は
、
従
業
員
訓
練
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
と

考
え
る
企
業
の
プ
ロ
ビ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
を
推

定
す
る
。
こ
の
場
合
、
財
務
構
造
の
変
数
は

ど
れ
も
統
計
的
に
有
意
な
影
響
を
持
た
な
い
。

た
だ
ひ
と
つ
統
計
的
に
有
意
な
係
数
を
も
つ

の
は
資
産
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
大
企
業

は
従
業
員
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を

重
視
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ

け
で
あ
る
。 

　
今
後
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
み
た
結
果
が
表
１９
で
あ
る
。
大
企
業
が

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
傾
向
は
あ
る
が
、
こ
れ

は
今
度
は
統
計
的
に
有
意
で
は
な
い
。
ま
た
、

係
数
と
推
定
値
だ
け
を
見
れ
ば
、
従
業
員
の

今
後
の
発
言
力
が
強
い
ほ
ど
Ｏ
Ｆ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｔ

重
視
に
な
る
と
か
、
外
国
人
持
株
比
率
が
高

い
ほ
ど
Ｏ
Ｆ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｔ
重
視
に
な
る
と
か
示

唆
さ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
の
結
果
も
統
計
的
に

有
意
で
は
な
い
。 

　
教
育
訓
練
を
選
抜
的
に
施
す
か
、
そ
れ
と

も
一
律
に
施
す
か
に
つ
い
て
も
同
様
な
プ
ロ

ビ
ッ
ト
分
析
を
行
っ
た
が
、
財
務
構
造
の
指

標
と
の
間
に
統
計
的
に
有
意
な
関
係
は
見
出

せ
な
か
っ
た
。
紙
幅
を
節
約
す
る
た
め
に
、

推
定
の
結
果
は
こ
こ
で
は
報
告
し
な
い
。 

　
以
上
、
教
育
訓
練
制
度
と
財
務
構
造
の
関

連
に
つ
い
て
主
な
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
従
業
員
を
発
言
力
が

強
か
っ
た
利
害
関
係
者
と
し
て
あ
げ
る
企
業

は
、
従
業
員
の
教
育
訓
練
を
こ
れ
ま
で
企
業

の
責
任
と
考
え
て
き
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
外
国
人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
は
、

従
業
員
の
教
育
訓
練
は
今
後
個
人
の
責
任
に

な
る
と
答
え
る
確
率
が
高
い
。
教
育
訓
練
制

度
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
か
ど
う
か
は
、
財

務
構
造
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
大
き

な
企
業
ほ
ど
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
は
Ｏ
Ｊ

Ｔ
を
重
視
し
て
き
た
、
と
い
う
結
果
は
明
ら

か
で
あ
る
。 

 

　
５
．財
務
構
造
と
福
利
厚
生 

　
『
調
査
』
に
は
、
種
々
の
福
利
厚
生
制
度

の
導
入
状
況
と
、
も
し
導
入
済
み
で
あ
れ
ば

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
が
あ
る

の
で
、
上
と
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析

を
用
い
て
財
務
構
造
と
の
関
連
を
調
べ
て
み

た
。

（ａ）
社
宅
・
借
上
住
宅
、

（ｂ）
独
身
寮
、

（ｃ）
住
宅
手
当
、

（ｄ）
文
化
・
体
育
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
、

（ｅ）
余
暇
施
設
（
自

社
所
有
：
保
養
所
、
運
動
施
設
）
、

（ｆ）
余

暇
施
設
（
契
約
型
：
保
養
所
、
運
動
施
設
）

の
六
つ
の
福
利
厚
生
制
度
に
つ
い
て
分
析
を

お
こ
な
っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
財
務
構
造

と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
は
分
析
結
果
の
表
は
報
告
し

な
い
で
、
財
務
構
造
な
ど
の
影
響
に
つ
い
て

主
な
結
果
だ
け
を
ま
と
め
て
お
く（
２
）。 

　
ま
ず
、
全
体
的
な
傾
向
を
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
制
度
実
施
の
有
無
を
見
る

と
、
社
宅
・
借
上
住
宅
に
つ
い
て
は
九
割
の 
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企
業
が
実
施
し
、
他
も
自
社
所
有
の
余
暇
施

設
を
除
い
て
七
割
以
上
の
実
施
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
自
社
所
有
の
余
暇
施
設
も
過
半
数

の
企
業
が
保
有
し
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。

今
後
の
方
針
は
、
ど
の
制
度
に
し
て
も
、
ほ

ぼ
四
分
の
三
以
上
の
実
施
企
業
で
、
現
状
維

持
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
企
業
で
は
、

今
後
縮
小
す
る
方
針
の
企
業
の
数
が
今
後
拡

充
す
る
方
針
の
企
業
の
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

大
多
数
の
企
業
が
こ
れ
ら
の
福
利
厚
生
制
度

の
現
状
維
持
を
考
え
て
お
り
、
見
直
し
を
す

る
な
ら
縮
小
の
方
向
で
考
え
て
い
る
、
と
い

う
結
果
で
あ
る
。 

　
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
の
結
果
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
社
宅
・
借
上
住
宅
制
度
を
実

施
し
て
い
る
か
否
か
に
、
最
も
強
い
影
響
を

与
え
る
の
は
設
立
年
で
あ
り
、
一
九
六
五
年

以
前
に
設
立
さ
れ
た
会
社
は
他
の
会
社
に
比

べ
て
、
社
宅
や
借
上
住
宅
を
持
っ
て
い
る
確

率
が
高
い
。
社
宅
・
借
上
住
宅
制
度
の
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
持
株
比
率
が

た
だ
ひ
と
つ
重
要
な
説
明
要
因
に
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
持
株
比
率
が
高
い
ほ
ど
社
宅
・

借
上
住
宅
制
度
を
縮
小
す
る
方
針
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
独
身
寮
の
有
無
は
設

立
年
よ
り
も
企
業
規
模
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、

大
企
業
ほ
ど
独
身
寮
を
持
っ
て
い
る
確
率
が

高
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
従
業
員
が
強
い
発

言
力
を
持
っ
て
き
た
と
答
え
る
企
業
ほ
ど
独

身
寮
を
持
っ
て
い
る
確
率
が
高
い
、
と
い
う

こ
と
も
わ
か
る
が
、
独
身
寮
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
は
、
財
務
構
造
等
と
は
関
連
が
な

い
よ
う
で
あ
る
。
住
宅
手
当
の
実
施
は
、
主

に
設
立
年
の
関
数
で
あ
り
、
一
九
八
五
年
以

前
に
設
立
さ
れ
た
会
社
は
、
そ
う
で
な
い
会

社
に
比
べ
て
、
従
業
員
に
対
す
る
住
宅
手
当

が
あ
る
確
率
が
高
い
。
住
宅
手
当
の
今
後
の

方
針
に
た
だ
一
つ
統
計
的
に
有
意
に
効
い
て

く
る
の
は
好
調
ダ
ミ
ー
で
あ
り
、
業
績
の
よ

い
企
業
ほ
ど
住
宅
手
当
の
縮
小
を
予
定
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
住
宅
手
当
を

減
ら
す
分
、
給
料
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
る
会
社
が
業
績
の
よ
い
と
こ
ろ
に

は
多
い
の
か
。
そ
れ
と
も
因
果
性
は
逆
で
、

住
宅
手
当
な
ど
も
含
め
て
労
務
費
の
削
減
に

成
功
し
た
と
こ
ろ
の
業
績
が
よ
く
な
っ
て
い

る
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
解
釈
が
難
し
い

結
果
で
あ
る
。 

　
文
化
・
体
育
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
支
援
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

一
九
六
五
年
以
前
の
設
立
の
会
社
ほ
ど
、
大

企
業
ほ
ど
、
そ
し
て
業
績
が
よ
い
企
業
ほ
ど

支
援
を
行
う
傾
向
が
高
い
。
今
後
の
方
針
は

現
在
の
業
績
次
第
で
、
業
績
の
よ
い
企
業
ほ

ど
今
後
も
支
援
を
続
け
る
あ
る
い
は
拡
充
す

る
と
答
え
る
場
合
が
多
い
。
自
社
所
有
の
余

暇
施
設
は
、
大
企
業
ほ
ど
持
っ
て
い
る
確
率

が
高
い
。
今
後
の
方
針
は
、
意
外
な
こ
と
に
、

大
企
業
は
今
後
縮
小
の
方
針
を
持
っ
て
い
る

確
率
が
高
い
と
い
う
結
果
だ
が
、
こ
れ
は
統

計
的
に
有
意
で
は
な
い
。
最
後
に
、
契
約
型

の
余
暇
施
設
の
存
在
に
つ
い
て
も
、
や
は
り

大
企
業
ほ
ど
持
っ
て
い
る
確
率
が
高
い
。
ま

た
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
計
っ
た
収
益
率
の
高
い
と
こ

ろ
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
余
暇
施
設
を

持
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
利
害
関
係
者
と
し
て
従
業
員
を
重
視
し

て
き
た
と
答
え
る
会
社
は
、
こ
の
よ
う
な
余

暇
施
設
を
持
つ
傾
向
が
高
い
。
し
か
し
、
今

後
の
方
針
は
、
財
務
構
造
等
に
は
関
係
な
い

よ
う
で
あ
る
。 

 

 

　
６
．ま
と
め 

　
本
稿
で
は
、
『
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
人
事
戦
略
に
関
す
る

調
査
』
の
結
果
を
も
と
に
、
企
業
の
人
事
政

策
の
い
く
つ
か
が
、
そ
の
財
務
構
造
や
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
る
の
か
を
実
証
的
に
検
討
し
て
き
た
。

主
な
結
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。
　 

　
ま
ず
、
ど
の
利
害
関
係
者
を
重
視
す
る
か
、

そ
し
て
ど
の
利
害
関
係
者
の
発
言
力
が
強
い

の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
財
務
構
造
の
影

響
を
検
討
し
た
結
果
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、
借
入
金
に
対
す
る
依
存
率

が
高
い
企
業
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
も
今
後
も
取

引
先
銀
行
を
重
視
し
、
取
引
先
銀
行
の
発
言

力
が
強
く
あ
り
続
け
る
傾
向
に
あ
る
。
次
に
、

外
国
人
持
株
比
率
が
高
い
企
業
ほ
ど
、
こ
れ

ま
で
も
今
後
も
機
関
投
資
家
を
重
視
し
、
機

関
投
資
家
は
そ
の
よ
う
な
企
業
に
強
い
発
言

力
を
持
ち
続
け
る
確
率
が
高
い
。
ま
た
、
個

人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で

も
今
後
も
個
人
投
資
家
を
重
視
す
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
企
業
に
対
し
て

個
人
投
資
家
が
強
い
発
言
力
を
持
つ
か
と
い

う
と
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
最
後
に
、

個
人
持
株
比
率
の
低
い
企
業
ほ
ど
、
そ
し
て

銀
行
持
株
比
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
、
従
業
員

の
今
後
の
発
言
力
は
強
い
と
考
え
ら
れ
る
場

合
が
多
い
。 

　
こ
の
よ
う
な
株
式
保
有
の
構
造
は
、
直
接

的
に
、
あ
る
い
は
従
業
員
の
重
要
性
や
発
言

力
を
通
し
て
間
接
的
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
人
事
政
策
に
与
え
る
の
か
？
　
ま
ず
、
終

身
雇
用
制
策
を
見
る
と
、
『
調
査
』
の
終
身

雇
用
に
関
す
る
設
問
か
ら
作
成
し
た
ダ
ミ
ー

変
数
と
財
務
構
造
の
諸
指
標
と
の
間
に
統
計
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的
に
有
意
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
正
社
員
全
体
お
よ
び
男
性
正
社
員

の
平
均
勤
続
年
数
は
、
利
害
関
係
者
と
し
て

の
従
業
員
の
発
言
力
の
強
さ
と
相
関
し
て
い

る
。
従
業
員
の
発
言
力
が
こ
れ
ま
で
強
か
っ

た
企
業
ほ
ど
、
平
均
勤
続
年
数
が
長
い
。
ま

た
、
外
国
人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
で
は
平

均
勤
続
年
数
が
短
い
、
と
い
う
関
係
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
は
統
計
的
に

有
意
で
な
い
場
合
も
あ
る
。 

　
つ
ぎ
に
、
教
育
訓
練
制
度
と
財
務
構
造
の

関
連
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
従
業
員
を
発
言

力
が
強
か
っ
た
利
害
関
係
者
と
し
て
あ
げ
る

企
業
は
、
従
業
員
の
教
育
訓
練
を
こ
れ
ま
で

企
業
の
責
任
と
考
え
て
き
た
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
外
国
人
持
株
比
率
の
高
い
企

業
は
、
従
業
員
の
教
育
訓
練
は
今
後
個
人
の

責
任
に
な
る
と
答
え
る
確
率
が
高
い
。
教
育

訓
練
制
度
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
か
ど
う
か

は
、
財
務
構
造
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

　
最
後
に
、
福
利
厚
生
制
度
は
財
務
構
造
や

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
関
係
が
薄

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
い
く
つ
か
の
福
利
厚

生
制
度
を
検
討
し
た
が
、
言
え
る
の
は
、
（
一
）

外
国
人
持
株
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
社
宅
・
借

上
住
宅
制
度
を
縮
小
す
る
方
針
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
（
二
）
こ
れ
ま
で
従
業
員
が
強
い

発
言
力
を
持
っ
て
き
た
企
業
ほ
ど
独
身
寮
を

持
っ
て
い
る
確
率
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
（
三
）

利
害
関
係
者
と
し
て
従
業
員
を
重
視
し
て
き

た
と
答
え
る
企
業
は
契
約
型
の
余
暇
施
設
が

備
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
の
三
つ

だ
け
で
あ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
財
務
構
造
と
人
事

政
策
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
関
係
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
、
財
務
構
造
と

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
は
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
持
株
比
率
が
高
い
利
害
関
係
者

が
重
視
さ
れ
、
発
言
力
も
強
い
場
合
が
多
い
。

従
業
員
の
重
要
性
や
発
言
力
は
他
の
利
害
関

係
者
の
持
株
比
率
に
は
影
響
さ
れ
な
い
場
合

が
多
い
が
、
そ
の
今
後
の
発
言
力
だ
け
は
例

外
で
、
銀
行
持
株
比
率
の
高
い
企
業
で
は
従

業
員
の
今
後
の
発
言
力
は
比
較
的
強
く
、
個

人
持
株
比
率
の
高
い
企
業
で
は
逆
に
従
業
員

の
今
後
の
発
言
力
は
比
較
的
弱
く
な
る
。
従

業
員
の
発
言
力
は
、
終
身
雇
用
に
対
す
る
企

業
の
回
答
と
は
関
係
し
な
い
が
、
平
均
勤
続

年
数
と
は
有
意
な
相
関
が
あ
り
、
従
業
員
の

発
言
力
が
強
か
っ
た
企
業
ほ
ど
平
均
勤
続
年

数
が
長
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
従
業

員
の
発
言
力
が
強
か
っ
た
企
業
は
、
従
業
員

の
教
育
訓
練
を
企
業
の
責
任
と
考
え
る
企
業

で
も
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
持
株
比
率
の
高

い
企
業
は
従
業
員
の
教
育
訓
練
は
今
後
個
人

の
責
任
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
財
務

構
造
が
直
接
人
事
政
策
を
与
え
る
場
合
も
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
今
後
、
企
業
間
の
株
式
持
ち
合
い
の
解
消

が
さ
ら
に
進
む
と
、
日
本
の
平
均
的
な
企
業

の
人
事
政
策
は
、
ど
う
変
化
す
る
で
あ
ろ
う

か
？ 

　
本
稿
の
以
上
の
結
果
が
示
唆
す
る
の
は
、

個
人
持
株
比
率
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
従

業
員
の
発
言
力
が
弱
く
な
り
、
平
均
勤
続
年

数
で
見
た
終
身
雇
用
の
度
合
い
は
低
下
し
、

教
育
訓
練
は
個
人
の
責
任
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

外
国
人
持
株
比
率
が
高
く
な
る
こ
と
も
、
教

育
訓
練
を
企
業
の
責
任
と
考
え
な
い
企
業
の

増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。 

 

※
同
論
文
は
、
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.74

『
企

業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
人
事

戦
略
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』
所
収
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